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行事予定

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

HEALTH&QUALITY LIFE

明るく健康な未来に向けて
すべては「健康」のために…
私たちは誠意と熱意で応えます。

事業内容 医薬品、防疫薬品、医薬部外品、化粧品、
健康食品、健康関連用品の取り扱い。

家庭常備薬の斡旋をご利用ください。
お客さまのニーズにあった商品を豊富に取り揃えております。

大日商事株式会社
TEL（06）6952-7015

東京営業所
東京都大田区西蒲田7-4-3-406
TEL（03）5713-0381FAX（06）6952-7137　大阪市旭区大宮4丁目18番18号

国勢調査2015

平成27年国勢調査が変わります！

くわしくは

インターネットでも紙の
調査票でも回答可能！
日本に住んでいる
すべての人と

 世帯が対象です。

助成金情報
第13回読売福祉文化賞
21世紀にふさわしい福祉活動に取り組んでい
る団体などを表彰します。
賞　一般部門3件、高齢者福祉部門3件
※トロフィーと活動支援金各100万円
締切り　平成27年9月30日（水）消印有効
●問●申社会福祉法人読売光と愛の事業団
　TEL 03-3217-3473
URL　http://www.yomiuri-hikari.or.jp/

平成27年度神戸こどもの発達相談会
対象　言葉の遅れや発達に障害のある満3歳
～18歳までの子どもとその保護者※子ども
同伴必須。要事前申し込み

日時　平成27年9月13日（日）10:00～15:00の
間の約1時間

会場　NHK神戸放送局（神戸市中央区）
参加費　無料（要事前申し込み）
講師　大学教授、医師、特別支援学校教師など
各分野の専門家
●問●申NHK厚生文化事業団近畿支局
　TEL 06-6232-8401

第42回国際福祉機器展 H.C.R.2015
ハンドメイドの自助具から最先端技術を活用
した福祉車両まで世界の福祉機器を一堂に
集めた国際展示会。※入場は要事前登録
日時　平成27年10月7日（水）～10月9日（金）
10:00～17:00

会場　東京ビッグサイト東展示ホール（東京都江東区）
入場料　無料（一部プログラムは有料）
●問●申一般財団法人保健福祉広報協会
　TEL 03-3580-3052
URL　http://www.hcr.or.jp/

「暮らしとこころの相談会」ホットライン
（日本弁護士連合会・兵庫県弁護士会）
解雇や賃金未払いなどの労働問題、生活保
護・多重債務などの生活問題に弁護士が無
料で相談に応じます。
日時　平成27年9月13日（日）13:00～21:00
　TEL 078-341-9600　
相談料　無料（予約不要）

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

社会福祉法人読売光と愛の事業団
福祉作業所「アートの力」助成事業
対象　絵画、書などの創作活動や、オリジナル
デザインを生かし工芸品や衣料品などの開
発・制作に取り組んでいる作業所

助成額　1件上限100万円（総額1,000万円を予定）
締切り　平成27年9月25日（金）消印有効
●問●申社会福祉法人読売光と愛の事業団
　TEL 03-3217-3473
URL　http://www.yomiuri-hikari.or.jp/

公益財団法人JKA
RING！RING！プロジェクト
平成28年度公益事業振興補助事業
対象　①公益の増進、社会福祉の増進、東日
本大震災復興支援事業、緊急的な対応を必
要とする事業への支援（NPO法人、財団法
人・社団法人、社会福祉法人等）②新世紀
未来創造プロジェクト（国公立・私立の小学
校・中学校・高等学校、NPO法人)③研究補
助（大学等研究機関に所属し、当該組織の
研究活動に実際に従事している者）④非常
災害の援護（上記①の法人であり、災害救
助のために救援物資の購入、管理、輸送、供
与または貸与を行う者。また、災害救助、救
援および復旧、復興活動を行う者）

助成額　各事業により異なる
要望受付期間　平成27年8月3日(月)～9月
30日(水)13時
※9月29日(火)15時までに、会員登録サイト
での会員登録が必要
※③④は受付期間が異なります
●問●申公益財団法人JKA
　※問い合わせはホームページの専用フォームより
URL   http://ringring-keirin.jp/

公益財団法人コープともしび
ボランティア振興財団
2016年度ボランティア活動助成
対象　兵庫県内で継続的に活動（2015年度
内に10回以上）する福祉・環境分野などのボ
ランティアグループまたは個人※法人格を持
つ団体は対象外。助成金説明会参加必須
助成額　1件あたり上限個人3万円、グループ30万円
締切り　説明会参加申し込み平成27年10月
30日（金）
●問●申公益財団法人コープともしびボランティア
　振興財団　TEL078-412-3930
URL　http://www.tomoshibi-found.or.jp/
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避難サポートひょうご大交流会
◆木口記念会館
市民後見推進研修◆神戸市勤労会館
職場研修プレセミナー（阪神北会
場）◆三田市商工会
「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャ
ンペーン総会・講演会　　　　　
◆新神戸オリエンタル劇場
生活保護中堅ケースワーカー研修
◆県社会福祉研修所
新任職員ＯＪＴ担当者研修（実践編）
◆県社会福祉研修所
人事・労務管理研修（労務編）
◆県立のじぎく会館
障害福祉施設リーダーゼミナー
ル（全４回）◆県社会福祉研修所
チームアプローチ実践研修　　
◆県社会福祉研修所
前頭側頭型認知症の家族交流会
◆県福祉センター
ＮＰＯと行政の協働会議（東播磨）　
◆東播磨生活創造センター「かこむ」
看護職員研修◆県社会福祉研修所
きょうされん第３８回全国大会
ｉｎひょうご◆神戸国際展示場
第１８回介護支援専門員実務研
修受講試験◆神戸学院大学ほか
但馬・丹波・淡路地域対象福祉の
就職説明会◆神戸サンボーホール
ストレスマネジメント研修　　　
◆県社会福祉研修所
県社協第２３９回理事会・第１８５
回評議員会◆県福祉センター
新任生活支援員研修◆県福祉センター
会計実務担当者研修 実践編（税
務コース）◆県社会福祉研修所
経営協第２３５回理事会・例会　
◆県福祉センター
日本福祉施設士会近畿ブロックセミ
ナー◆ＡＮＡクラウンプラザホテル
介護支援専門員専門研修課程Ⅱ・
更新研修Ａ（後期）　　　　　　
◆県社会福祉研修所ほか
福祉の就職説明会ＡＵＴＵＭＩＮｉｎ
ＨＹＯＧＯ◆尼崎中小企業センター
第６４回兵庫県社会福祉大会　
◆三木市文化会館

募　集募　集

9月

10月

研修・イベント

家族介護者連絡会◆神戸市勤労会館
チーム・マネジメントリーダー研修Ａ
コース（全４回）◆県社会福祉研修所
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特集
「ストップ･ザ･無縁社会」絆つなげる明日へつながる㉘

みんなでつくるひょうごの福祉

地域を駆ける！ワーカー物語

「“つながりづくり”から始まる“地域づくり”を！」
神戸市西区社会福祉協議会 地域福祉ネットワーカー
藤田 裕さん
シニア世代のいきいきアクティブライフ

ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

地域の人たちが食べて、
しゃべって、元気になる“つどい場”

障害への理解を地域に広げよう！
～県内で始まった知的障害者擬似体験の取り組み～

地域を駆ける！ワーカー物語

「“つながりづくり”から始まる“地域づくり”を！」
神戸市西区社会福祉協議会 地域福祉ネットワーカー
藤田 裕さん
シニア世代のいきいきアクティブライフ

新温泉町
湯村温泉「荒湯」

ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

地域の人たちが食べて、
しゃべって、元気になる“つどい場”

全県キャンペーンのこれまでの取り組み

障害への理解を地域に広げよう！
～県内で始まった知的障害者擬似体験の取り組み～

P6 特集

兵庫県の社会福祉政策に対して提言活動を開始！

9月15～21日は
「老人週間」だよ！

9
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認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会

見
や
す
い
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に
著
名
人
を
招
い
て
の
講
演
会
を
開
催

し
て
き
た
。ま
た
、バ
ッ
ジ
や
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
な
ど
の
啓
発
用
グ
ッ
ズ
を
作
成
し

た
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
を
活

用
し
て
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
が

広
く
県
民
の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、全
県
的

に
運
動
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、社
会
福
祉
夏
季
大
学
等
を

協
賛
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
た
。ま
た
、

開
始
当
初
よ
り
市
町
域
で
の「
地
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
」等
の
開
催
を
支
援
し
て
い
る
。

3
年
間
に
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
延
べ
４５
カ
所
、参
加
者

は
２
万
７
４
３
人
に
上
る
。昨
年
度
は
幹

事
団
体
に
よ
る
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
3
団

体
、参
加
者
1
0
0
4
人
）も
新
た
に
開

催
さ
れ
、多
く
の
県
民
の
参
加
を
い
た
だ

い
て
き
た
。

　
平
成
２７
年
度
に
は
、例
年
以
上
に
多
く

の
市
町
で
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
る（
図
表
１
参
照
）。

　
「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、平
成
24
年
に
県
内
の
福
祉・

医
療・保
健・経
済・産
業
、労
働
等
の
18
の

幹
事
団
体
を
中
心
と
し
て
全
県
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
推
進
協
議
会
を
組
織
し
て
開
始
し
た

取
り
組
み
だ
。開
始
以
降
、県
内
の
団
体・

企
業
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
画
を
呼
び

掛
け
、設
立
当
初
1
6
5
団
体
で
あ
っ
た

推
進
団
体
は
、現
在
で
は
2
4
8
団
体
に

上
っ
て
い
る（
平
成
27
年
8
月
25
日
現
在
）。

　
推
進
協
議
会
で
は
、毎
年
総
会
と
と
も

SPECIAL EDITION

　「無縁社会」への警鐘を鳴らし、つながりや絆が大切
にされる社会づくりを呼び掛ける「ストップ・ザ・無縁
社会」全県キャンペーンを開始して3年が経過した。
社会的孤立が広がりを見せる中で、「支え合い社会」
に向けた取り組みはなお重要性を増しつつある。
　今回の特集では、これまでに「ストップ・ザ・無縁社
会」全県キャンペーンで行ったさまざまな活動をご報
告する。

SPECIAL EDITION  特集

浸
透
し
つ
つ
あ
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
呼
び
掛
け

ス
タ
ー
ト
か
ら
4
年
目
を

迎
え
た
全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

参
加
者
は
延
べ
2
万
人
超
！

日　時　平成27年9月13日（日）13：30～16：00
場　所　新神戸オリエンタル劇場
　　　　（神戸市中央区北野町1-3）
内　容　13:30　推進協議会総会
　　　　　　　　ライブパフォーマンス
　　　　　　　　　手話パフォーマンスバンド「エスペランサ」
　　　　14:30　講演会「米朝一門と家族の絆
　　　　　　　　～無縁社会から、支え合う社会へ～」
　　　　　　　　　講師：桂　米團治　氏（落語家）
問兵庫県社協地域福祉部 TEL 078-242-4634

平成27年度総会・講演会 開催のご案内
●隣近所で気楽にあいさつができる地域づくりが必要。「おせっか
　い」の人たちがもっといても良いのでは…。
●心の底から人と関わりたくない人っています。そういう人をどう見
　守っていくかが地域福祉の問題だと思います。
●「縁」がなくなったら「社会」じゃないよね！
●助けを求める“手”を悩まずに挙げてほしい、必ず、差しのべてくる
　人がいます。
●見守る人、見守られる人が互いに“共助”の意識を持つことが大切
　だと思います。
●人と人とのつながりって、大切なんだ、ねぇ輪になろうよ。
※社会福祉夏季大学やホームページ等を通じていただいたもの

全県キャンペーンに寄せられたメッセージ

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる㉘
全県キャンペーンの
これまでの取り組み

満員の出席者を得て開催した前回の推進協議会総会（平成26年8月20日）地域フォーラムの様子（「第2回町内・集落福祉全国サミットIN淡路」）

　
開
始
か
ら
4
年
目
を
迎
え
、「
支
え
合

い
社
会
」の
実
現
に
向
け
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
訴
え
か
け
は
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

浸
透
し
つ
つ
あ
る
。平
成
23
年
12
月
に
改

学
校
を
は
じ
め
、民
生
委
員
や
地
域
住
民

な
ど
を
対
象
と
し
た
体
験
講
座
に
取
り

組
ん
で
い
る
。県
育
成
会
で
も
今
年
度
か

ら「
ぴ
ー
す
＆
ピ
ー
ス
」と
連
携
し
て
、県

内
3
カ
所
で
知
的
障
害
者
相
談
員
や
会

員
を
対
象
に
擬
似
体
験
を
取
り
入
れ
た

研
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
ぴ
ー
す
＆
ピ
ー
ス
」代
表
の
矢
野
一

隆
さ
ん
は
、福
祉
だ
か
ら
と
深
刻
に
な
る

こ
と
な
く
、研
修
と
し
て
の「
面
白
さ
」を

重
視
し
な
が
ら
、笑
い
声
の
あ
る
和
や
か

な
雰
囲
気
で
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
。参
加
し
た
育
成
会
会
員
か
ら
も
、「
目

か
ら
う
ろ
こ
の
体
験
。自
分
の
子
ど
も
は

こ
う
い
う
風
に
感
じ
て
い
た
の
か
、と
日

頃
の
接
し
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
る
。

地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

　
学
校
な
ど
で
進
め
ら
れ
る
福
祉
学
習

で
は
、こ
れ
ま
で
ア
イ
マ
ス
ク
や
車
い
す

体
験
な
ど
身
体
障
害
を
対
象
に
し
た
も

の
や
、加
齢
に
よ
る
身
体
的
な
変
化
を
学

ぶ
体
験
講
座
が
多
く
、知
的
障
害
の
体
験

学
習
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。公
益
財

団
法
人
兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会（
以

下
、「
県
育
成
会
」）で
も
、会
員
の
中
か
ら

「
思
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
な
い
知

的
障
害
者
の
こ
と
は
な
か
な
か
理
解
が

さ
れ
に
く
い
。知
的
障
害
に
つ
い
て
の
体

験
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
」と
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
中
、た
つ
の
市
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
が
中
心
と
な
っ
て
市
役
所
の
職
員

や
市
民
の
有
志
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー

プ「
ぴ
ー
す
＆
ピ
ー
ス
」で
は
、地
元
の
高

校
生
に
対
し
て
知
的
障
害
を
伝
え
る
授

業
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、県
外

で
の
先
行
的
な
取
り
組
み
を
参
考
に
知

的
障
害
者
の
擬
似
体
験
を
平
成
26
年
度

か
ら
開
始
し
た
。知
的
障
害
者
の
気
持
ち

を
理
解
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し

さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工

夫
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、地
元
の

　
県
育
成
会
理
事
長
の
小
原
冷
子
さ
ん

も
、「
知
的
障
害
者
は
心
に
障
害
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。思
っ
て
い
る
こ
と
が
上

手
に
伝
え
ら
れ
な
い
だ
け
。親
が
頑
張
ら

な
く
て
も
い
い
地
域
に
な
る
よ
う
、草
の

根
的
に
理
解
を
広
げ
て
い
き
た
い
」と
話

し
、参
加
者
が
体
験
し
た
こ
と
を
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
同
様
の
体
験
が
で
き
る

機
会
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る

取
り
組
み
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
、障
害

が
あ
っ
て
も
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
社
会
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

知
的
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る

擬
似
体
験

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　軍手を着けて折り紙を折ったり、ペットボトルをのぞ
きこんでみたり・・・みんな一体、何をしているんだろう？
　実は、知的障害者の人たちの気持ちを理解するため
の体験講座なんだって！
　今回は、県内で新たに取り組みが始まっている、知
的障害者擬似体験の様子を紹介するよ。

取材を終えて
　親なき後も安心して暮らせる世の中になってほし
いという、育成会の皆さんの思いが伝わってきました。
子どもから大人まで、各地域から各市町、全国へと理
解が広がることで、誰もが安心して暮らせるまちづく
りにつながっていくと感じました。

障害への理解を
地域に広げよう！
～県内で始まった知的障害者擬似体験の取り組み～

公益財団法人兵庫県手をつなぐ育成会
神戸市中央区坂口通2-1-1 県福祉センター5階

TEL 078-242-4644
URL http://www.tsunaguiku.sakura.ne.jp/

県
内
各
地
で
普
及
を

「障害のことをどう分かりやすく伝えるか」と考え出さ
れた擬似体験

民生委員児童委員協議会、兵庫県社会福祉法人経営者協議
会、兵庫県老人クラブ連合会、兵庫県医師会、生活協同組合コ
ープこうべ、兵庫県商工会議所連合会、兵庫県商工会連合会、
兵庫県経営者協会、日本労働組合総連合会兵庫県連合会

私たちは、「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンを推進しています！

兵庫県連合自治会、兵庫県連合婦人会、神戸市婦人団体協議
会、兵庫県消費者団体連絡協議会、兵庫県子ども会連合会、兵
庫県社会福祉協議会、兵庫県市町社協活動推進協議会、神戸
市社会福祉協議会、兵庫県民生委員児童委員連合会、神戸市

幹事団体

日本郵政グループ労働組合姫路南支部、日本郵政グループ労
働組合兵庫連絡協議会、乳児ホームるり、認知症の人と家族
の会兵庫県支部、白鳥南保育園、姫路市保育協会、姫路消費
生活研究会、兵庫医療生活協同組合、兵庫県生きがい創造協
会、兵庫県いけばな協会、兵庫県医療ソーシャルワーカー協
会、兵庫県医療福祉施設連盟、兵庫県ＬＰガス協会、兵庫県音楽
団体協議会、兵庫県介護支援専門員協会、兵庫県介護福祉士
会、兵庫県介護福祉士養成校連絡協議会、兵庫県介護老人保
健施設協会、兵庫県看護協会、兵庫県共同募金会、兵庫県漁
業協同組合連合会、兵庫県勤労福祉協会、兵庫県芸術文化協
会、兵庫県健康財団、兵庫県建設業協会、兵庫県更生施設連
盟、兵庫県更生保護施設連盟、兵庫県交通安全対策委員会、
兵庫県茶道協会、兵庫県歯科医師会、兵庫県視覚障害者福祉
協会、兵庫県私学総連合会、兵庫県肢体不自由児者協会、兵庫
県児童養護連絡協議会、兵庫県社会教育委員協議会、兵庫県
社会就労センター協議会、兵庫県社会福祉士会、兵庫県社会
福祉事業団、兵庫県司法書士会、兵庫県商工会女性部連合
会、兵庫県商工会青年部連合会、兵庫県人権啓発協会、兵庫
県身体障害者支援施設協議会、兵庫県身体障害者福祉協会、
兵庫県森林組合連合会、兵庫県生活協同組合連合会、兵庫県
青少年赤十字協議会、兵庫県青少年本部、兵庫県精神福祉家
族会連合会、兵庫県精神保健福祉士協会、兵庫県青年洋上大
学同窓会、兵庫県赤十字奉仕団、兵庫県体育協会、兵庫県体
育協会 兵庫県スポーツ少年団、兵庫県宅地建物取引業協会、
兵庫県地域包括・在宅介護支援センター協議会、兵庫県知的
障害者施設協会、兵庫県中小企業団体中央会、兵庫県聴力言
語障害者連合会、兵庫県手をつなぐ育成会、ひょうご県友会、
兵庫県難聴者福祉協会、兵庫県乳児院連盟、兵庫県PTA協議
会、兵庫県BBS連盟、兵庫県病院協会、兵庫県婦人共励会、兵
庫県保育協会、兵庫県ホームヘルプ事業者協議会、兵庫県保
護司会連合会、兵庫県母子生活支援施設協議会、兵庫県ボラ
ンティア協会、兵庫県民間病院協会、兵庫県薬剤師会、兵庫県
ユースホステル協会、兵庫県読売防犯協会、兵庫県理学療法
士会、兵庫県立高等学校PTA連合会、兵庫県老人福祉事業協
会、兵庫県労働者福祉協議会、兵庫工業会、ひょうごセルフヘ
ルプ支援センター、兵庫盲導犬協会、兵庫ヤクルト販売株式会
社、フードバンク関西、ボランティア・信愛、名鉄観光サービス
株式会社神戸支店、メインストリーム協会、野外活動協会、ヤ
マト運輸株式会社兵庫主管支店、有限会社健人訪問介護ステ
ーションけんと、有限会社ナンバーワン・プランニング訪問介
護事業所ナンバーワン・ケア、幼保連携型認定こども園萩学
園、リコージャパン株式会社 兵庫支社、ろっこう医療生活協同
組合（50音順）

県内49市区町社会福祉協議会、赤穂市健康福祉部社会福祉
課、朝日新聞近畿圏第二部連合朝日会、尼崎市医療生活協同
組合、一般財団法人長谷川福祉会、ABCみかげほいくえん、
NPO法人輝かすみが丘、NPO法人ニューいぶき、NPO法人
ほっとネット、家庭養護促進協会、株式会社イディー、きょうさ
れん兵庫支部、近畿労働金庫兵庫地区統括本部、神戸医療生
活協同組合、神戸掖済会病院、神戸市更生福祉施設連盟、神戸
市児童養護施設連盟、神戸市消費者協会、神戸市私立保育園
連盟、神戸市身体障害者施設連盟、神戸市知的障害者施設連
盟、神戸市母子生活支援施設協議会、神戸市老人福祉施設連
盟、神戸市乳児院連盟、神戸新聞会館、神戸新聞厚生事業団、
神戸新聞事業社、神戸ヤクルト販売株式会社、神戸YMCA、神
戸YWCA、こころ豊かな人づくり500人委員会 淡路連絡会、
こころ豊かな人づくり500人委員会 北播磨OB会、こころ豊か
な人づくり500人委員会 神戸OB会、こころ豊かな人づくり
500人委員会 但馬OB会、こころ豊かな人づくり500人委員
会 丹波OB会、こころ豊かな人づくり500人委員会 中播磨OB
会、こころ豊かな人づくり500人委員会 西播磨OB会、こころ
豊かな人づくり500人委員会 阪神北OB会、佐川急便株式会
社伊丹店、児童ホーム東光園、児童養護施設アメニティホーム
光都学園、児童養護施設いながわ子供の家、児童養護施設子
供の家、社会福祉法人愛児会、社会福祉法人あいむ、社会福祉
法人一羊会、社会福祉法人上野丘さつき会、社会福祉法人か
がやき神戸、社会福祉法人樫の木会、社会福祉法人くすのき
会、社会福祉法人恵泉寮清心ホーム、社会福祉法人神戸婦人
同情会、社会福祉法人三田谷治療教育院、社会福祉法人椎の
木会、社会福祉法人ジェイエイ兵庫六甲福祉会、社会福祉法
人慈仁会、社会福祉法人祉友会、社会福祉法人信和学園、社会
福祉法人泉心学園、社会福祉法人善照学園、社会福祉法人大
慈厚生事業会、社会福祉法人同朋福祉会、社会福祉法人南但
愛育会、社会福祉法人姫路乳児院ピューパホール、社会福祉
法人みかり会、社会福祉法人みつみ福祉会、社会福祉法人や
まさき福祉会、社会福祉法人立正学園、社会福祉法人夢工房、
社会福祉法人緑水会、生活協同組合連合会大学生協阪神事業
連合、生命保険協会兵庫県協会、全国共済農業協同組合連合
会兵庫県本部、全労済兵庫県本部、宝塚医療生活協同組合、滝
川中学校・高等学校インターアクトクラブ、特定非営利活動法
人ケアット、特定非営利活動法人福祉ネット星が丘、特定非営
利活動法人マブイ六甲、特別養護老人ホームヘルシービラ加
美、中山視覚障害者福祉財団、日本公衆電話会兵庫支部、日本
青年会議所近畿地区兵庫ブロック協議会、日本赤十字社兵庫
県支部、日本ボーイスカウト兵庫連盟、日本郵政グループ労働
組合北神戸支部、日本郵政グループ労働組合はりま東支部、

推進団体

推進団体248団体（平成27年8月25日現在）＜内訳＞幹事団体 18団体、参画同意 230団体

訂
さ
れ
た
兵
庫
県
の「
21
世
紀
兵
庫
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
―
2
0
4
0
年
へ
の
協
働
戦

略
」で
も
、「
人
と
人
の
つ
な
が
り
で
自
立

と
安
心
を
育
む
」が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
8
月
に
発
表
さ
れ
た「
兵
庫
県
地

域
創
生
戦
略（
案
）」で
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な

〝
縁
〞に
よ
る
つ
な
が
り
の
広
が
り
」の
項

目
が
盛
り
込
ま
れ
た
。ま
た
、地
域
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
構
築
も
、県
内

の
各
市
町
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
無
縁
社
会
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」と
問

い
か
け
る
啓
発
活
動
と
し
て
展
開
し
て

き
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
が
、無
縁
社
会
の

問
題
は
決
し
て
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、無
縁
社
会
に

対
す
る
意
見
も
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
無
縁
社
会
」の
解
消
を

目
指
し
、新
た
な
支
え
合
い
社
会
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
が
地
域
に
お
い
て

定
着
す
る
よ
う
、み
ん
な
で
考
え
、知
恵

と
力
を
出
し
合
え
る
場
づ
く
り
を
、推
進

団
体
と
共
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

■図表1 平成27年度に開催が予定される地域フォーラム（平成27年6月30日現在）
フォーラム名社協名

宍粟市
神河町
多可町
川西市
南あわじ市
加東市
丹波市

佐用町

養父市
相生市
宝塚市
小野市
西脇市
高砂市
加古川市
赤穂市

たつの市

尼崎市
三田市
伊丹市
芦屋市
西宮市

こどもホームステイ事業60周年記念フォーラム
10周年記念「感謝の集い」
第10回社協まつり
権利擁護フォーラム2015「市民が市民を支えるしくみ～市民後見人の意義と役割」
ふれあい交流のつどい
第8回かとう福祉まつり
丹波市社協合併10周年記念事業「たんば福祉フェスタ」
佐用町社協合併10周年記念行事
「あなたに感謝デー～つなげよう　かがやく未来に　笑顔の和～」
しあわせフェスタ2015地域で支えあうためのフォーラム
地域福祉リーダー研修・介護者のつどい「あ・うんの会」講演会
地域のつながり・ささえあいを考えるフォーラム「子どもの貧困と地域のかかわり」
地域でつながりづくりフォーラム
いきいきふれ愛フォーラム～つながれ・ひろがれ・みんなのわ～
第25回みんなの社協フェア（共に生きる地域づくりをめざして）
地域ぐるみで見守りフォーラム
障がい者週間ともに考える市民のつどい
設立10周年たつの市社協福祉のつどい
「ささえあい、たすけあいの地域（まち）づくりの推進を目指して」
尼崎市市制100周年（プレ記念）社協フェア（仮称）
三田市社会福祉大会
地域見守りフォーラム（（仮）孤立を防ぐ見守り合いの地域づくりをすすめるために）
地域での見守りとつながりづくり
ノーマライゼーションフォーラム

開催時期
6月14日
6月28日
7月26日
9月7日
10月24日
10月24日
10月24日

10月31日
11月3日
11月6日
11月15日
11月21日
11月22日
12月4日
12月5日

12月19日
1月24日
2月6日
3月4日
2月～3月頃

12月10日

10月25日

※各フォーラムの詳細は、実施する市町社協・団体までおたずねください。

2015 September3 2015 September 22015 September5 2015 September 4



に
著
名
人
を
招
い
て
の
講
演
会
を
開
催

し
て
き
た
。ま
た
、バ
ッ
ジ
や
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
な
ど
の
啓
発
用
グ
ッ
ズ
を
作
成
し

た
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
を
活

用
し
て
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
が

広
く
県
民
の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、全
県
的

に
運
動
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、社
会
福
祉
夏
季
大
学
等
を

協
賛
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
た
。ま
た
、

開
始
当
初
よ
り
市
町
域
で
の「
地
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
」等
の
開
催
を
支
援
し
て
い
る
。

3
年
間
に
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
延
べ
４５
カ
所
、参
加
者

は
２
万
７
４
３
人
に
上
る
。昨
年
度
は
幹

事
団
体
に
よ
る
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
3
団

体
、参
加
者
1
0
0
4
人
）も
新
た
に
開

催
さ
れ
、多
く
の
県
民
の
参
加
を
い
た
だ

い
て
き
た
。

　
平
成
２７
年
度
に
は
、例
年
以
上
に
多
く

の
市
町
で
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
る（
図
表
１
参
照
）。

　
「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、平
成
24
年
に
県
内
の
福
祉・

医
療・保
健・経
済・産
業
、労
働
等
の
18
の

幹
事
団
体
を
中
心
と
し
て
全
県
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
推
進
協
議
会
を
組
織
し
て
開
始
し
た

取
り
組
み
だ
。開
始
以
降
、県
内
の
団
体・

企
業
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
画
を
呼
び

掛
け
、設
立
当
初
1
6
5
団
体
で
あ
っ
た

推
進
団
体
は
、現
在
で
は
2
4
8
団
体
に

上
っ
て
い
る（
平
成
27
年
8
月
25
日
現
在
）。

　
推
進
協
議
会
で
は
、毎
年
総
会
と
と
も

SPECIAL EDITION

　「無縁社会」への警鐘を鳴らし、つながりや絆が大切
にされる社会づくりを呼び掛ける「ストップ・ザ・無縁
社会」全県キャンペーンを開始して3年が経過した。
社会的孤立が広がりを見せる中で、「支え合い社会」
に向けた取り組みはなお重要性を増しつつある。
　今回の特集では、これまでに「ストップ・ザ・無縁社
会」全県キャンペーンで行ったさまざまな活動をご報
告する。

SPECIAL EDITION  特集

浸
透
し
つ
つ
あ
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
呼
び
掛
け

ス
タ
ー
ト
か
ら
4
年
目
を

迎
え
た
全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

参
加
者
は
延
べ
2
万
人
超
！

日　時　平成27年9月13日（日）13：30～16：00
場　所　新神戸オリエンタル劇場
　　　　（神戸市中央区北野町1-3）
内　容　13:30　推進協議会総会
　　　　　　　　ライブパフォーマンス
　　　　　　　　　手話パフォーマンスバンド「エスペランサ」
　　　　14:30　講演会「米朝一門と家族の絆
　　　　　　　　～無縁社会から、支え合う社会へ～」
　　　　　　　　　講師：桂　米團治　氏（落語家）
問兵庫県社協地域福祉部 TEL 078-242-4634

平成27年度総会・講演会 開催のご案内
●隣近所で気楽にあいさつができる地域づくりが必要。「おせっか
　い」の人たちがもっといても良いのでは…。
●心の底から人と関わりたくない人っています。そういう人をどう見
　守っていくかが地域福祉の問題だと思います。
●「縁」がなくなったら「社会」じゃないよね！
●助けを求める“手”を悩まずに挙げてほしい、必ず、差しのべてくる
　人がいます。
●見守る人、見守られる人が互いに“共助”の意識を持つことが大切
　だと思います。
●人と人とのつながりって、大切なんだ、ねぇ輪になろうよ。
※社会福祉夏季大学やホームページ等を通じていただいたもの

全県キャンペーンに寄せられたメッセージ

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる㉘
全県キャンペーンの
これまでの取り組み

満員の出席者を得て開催した前回の推進協議会総会（平成26年8月20日）地域フォーラムの様子（「第2回町内・集落福祉全国サミットIN淡路」）

　
開
始
か
ら
4
年
目
を
迎
え
、「
支
え
合

い
社
会
」の
実
現
に
向
け
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
訴
え
か
け
は
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

浸
透
し
つ
つ
あ
る
。平
成
23
年
12
月
に
改

学
校
を
は
じ
め
、民
生
委
員
や
地
域
住
民

な
ど
を
対
象
と
し
た
体
験
講
座
に
取
り

組
ん
で
い
る
。県
育
成
会
で
も
今
年
度
か

ら「
ぴ
ー
す
＆
ピ
ー
ス
」と
連
携
し
て
、県

内
3
カ
所
で
知
的
障
害
者
相
談
員
や
会

員
を
対
象
に
擬
似
体
験
を
取
り
入
れ
た

研
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
ぴ
ー
す
＆
ピ
ー
ス
」代
表
の
矢
野
一

隆
さ
ん
は
、福
祉
だ
か
ら
と
深
刻
に
な
る

こ
と
な
く
、研
修
と
し
て
の「
面
白
さ
」を

重
視
し
な
が
ら
、笑
い
声
の
あ
る
和
や
か

な
雰
囲
気
で
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
。参
加
し
た
育
成
会
会
員
か
ら
も
、「
目

か
ら
う
ろ
こ
の
体
験
。自
分
の
子
ど
も
は

こ
う
い
う
風
に
感
じ
て
い
た
の
か
、と
日

頃
の
接
し
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
る
。

地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

　
学
校
な
ど
で
進
め
ら
れ
る
福
祉
学
習

で
は
、こ
れ
ま
で
ア
イ
マ
ス
ク
や
車
い
す

体
験
な
ど
身
体
障
害
を
対
象
に
し
た
も

の
や
、加
齢
に
よ
る
身
体
的
な
変
化
を
学

ぶ
体
験
講
座
が
多
く
、知
的
障
害
の
体
験

学
習
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。公
益
財

団
法
人
兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会（
以

下
、「
県
育
成
会
」）で
も
、会
員
の
中
か
ら

「
思
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
な
い
知

的
障
害
者
の
こ
と
は
な
か
な
か
理
解
が

さ
れ
に
く
い
。知
的
障
害
に
つ
い
て
の
体

験
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
」と
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
中
、た
つ
の
市
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
が
中
心
と
な
っ
て
市
役
所
の
職
員

や
市
民
の
有
志
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー

プ「
ぴ
ー
す
＆
ピ
ー
ス
」で
は
、地
元
の
高

校
生
に
対
し
て
知
的
障
害
を
伝
え
る
授

業
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、県
外

で
の
先
行
的
な
取
り
組
み
を
参
考
に
知

的
障
害
者
の
擬
似
体
験
を
平
成
26
年
度

か
ら
開
始
し
た
。知
的
障
害
者
の
気
持
ち

を
理
解
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し

さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工

夫
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、地
元
の

　
県
育
成
会
理
事
長
の
小
原
冷
子
さ
ん

も
、「
知
的
障
害
者
は
心
に
障
害
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。思
っ
て
い
る
こ
と
が
上

手
に
伝
え
ら
れ
な
い
だ
け
。親
が
頑
張
ら

な
く
て
も
い
い
地
域
に
な
る
よ
う
、草
の

根
的
に
理
解
を
広
げ
て
い
き
た
い
」と
話

し
、参
加
者
が
体
験
し
た
こ
と
を
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
同
様
の
体
験
が
で
き
る

機
会
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る

取
り
組
み
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
、障
害

が
あ
っ
て
も
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
社
会
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

知
的
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る

擬
似
体
験

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　軍手を着けて折り紙を折ったり、ペットボトルをのぞ
きこんでみたり・・・みんな一体、何をしているんだろう？
　実は、知的障害者の人たちの気持ちを理解するため
の体験講座なんだって！
　今回は、県内で新たに取り組みが始まっている、知
的障害者擬似体験の様子を紹介するよ。

取材を終えて
　親なき後も安心して暮らせる世の中になってほし
いという、育成会の皆さんの思いが伝わってきました。
子どもから大人まで、各地域から各市町、全国へと理
解が広がることで、誰もが安心して暮らせるまちづく
りにつながっていくと感じました。

障害への理解を
地域に広げよう！
～県内で始まった知的障害者擬似体験の取り組み～

公益財団法人兵庫県手をつなぐ育成会
神戸市中央区坂口通2-1-1 県福祉センター5階

TEL 078-242-4644
URL http://www.tsunaguiku.sakura.ne.jp/

県
内
各
地
で
普
及
を

「障害のことをどう分かりやすく伝えるか」と考え出さ
れた擬似体験

民生委員児童委員協議会、兵庫県社会福祉法人経営者協議
会、兵庫県老人クラブ連合会、兵庫県医師会、生活協同組合コ
ープこうべ、兵庫県商工会議所連合会、兵庫県商工会連合会、
兵庫県経営者協会、日本労働組合総連合会兵庫県連合会

私たちは、「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンを推進しています！

兵庫県連合自治会、兵庫県連合婦人会、神戸市婦人団体協議
会、兵庫県消費者団体連絡協議会、兵庫県子ども会連合会、兵
庫県社会福祉協議会、兵庫県市町社協活動推進協議会、神戸
市社会福祉協議会、兵庫県民生委員児童委員連合会、神戸市

幹事団体

日本郵政グループ労働組合姫路南支部、日本郵政グループ労
働組合兵庫連絡協議会、乳児ホームるり、認知症の人と家族
の会兵庫県支部、白鳥南保育園、姫路市保育協会、姫路消費
生活研究会、兵庫医療生活協同組合、兵庫県生きがい創造協
会、兵庫県いけばな協会、兵庫県医療ソーシャルワーカー協
会、兵庫県医療福祉施設連盟、兵庫県ＬＰガス協会、兵庫県音楽
団体協議会、兵庫県介護支援専門員協会、兵庫県介護福祉士
会、兵庫県介護福祉士養成校連絡協議会、兵庫県介護老人保
健施設協会、兵庫県看護協会、兵庫県共同募金会、兵庫県漁
業協同組合連合会、兵庫県勤労福祉協会、兵庫県芸術文化協
会、兵庫県健康財団、兵庫県建設業協会、兵庫県更生施設連
盟、兵庫県更生保護施設連盟、兵庫県交通安全対策委員会、
兵庫県茶道協会、兵庫県歯科医師会、兵庫県視覚障害者福祉
協会、兵庫県私学総連合会、兵庫県肢体不自由児者協会、兵庫
県児童養護連絡協議会、兵庫県社会教育委員協議会、兵庫県
社会就労センター協議会、兵庫県社会福祉士会、兵庫県社会
福祉事業団、兵庫県司法書士会、兵庫県商工会女性部連合
会、兵庫県商工会青年部連合会、兵庫県人権啓発協会、兵庫
県身体障害者支援施設協議会、兵庫県身体障害者福祉協会、
兵庫県森林組合連合会、兵庫県生活協同組合連合会、兵庫県
青少年赤十字協議会、兵庫県青少年本部、兵庫県精神福祉家
族会連合会、兵庫県精神保健福祉士協会、兵庫県青年洋上大
学同窓会、兵庫県赤十字奉仕団、兵庫県体育協会、兵庫県体
育協会 兵庫県スポーツ少年団、兵庫県宅地建物取引業協会、
兵庫県地域包括・在宅介護支援センター協議会、兵庫県知的
障害者施設協会、兵庫県中小企業団体中央会、兵庫県聴力言
語障害者連合会、兵庫県手をつなぐ育成会、ひょうご県友会、
兵庫県難聴者福祉協会、兵庫県乳児院連盟、兵庫県PTA協議
会、兵庫県BBS連盟、兵庫県病院協会、兵庫県婦人共励会、兵
庫県保育協会、兵庫県ホームヘルプ事業者協議会、兵庫県保
護司会連合会、兵庫県母子生活支援施設協議会、兵庫県ボラ
ンティア協会、兵庫県民間病院協会、兵庫県薬剤師会、兵庫県
ユースホステル協会、兵庫県読売防犯協会、兵庫県理学療法
士会、兵庫県立高等学校PTA連合会、兵庫県老人福祉事業協
会、兵庫県労働者福祉協議会、兵庫工業会、ひょうごセルフヘ
ルプ支援センター、兵庫盲導犬協会、兵庫ヤクルト販売株式会
社、フードバンク関西、ボランティア・信愛、名鉄観光サービス
株式会社神戸支店、メインストリーム協会、野外活動協会、ヤ
マト運輸株式会社兵庫主管支店、有限会社健人訪問介護ステ
ーションけんと、有限会社ナンバーワン・プランニング訪問介
護事業所ナンバーワン・ケア、幼保連携型認定こども園萩学
園、リコージャパン株式会社 兵庫支社、ろっこう医療生活協同
組合（50音順）

県内49市区町社会福祉協議会、赤穂市健康福祉部社会福祉
課、朝日新聞近畿圏第二部連合朝日会、尼崎市医療生活協同
組合、一般財団法人長谷川福祉会、ABCみかげほいくえん、
NPO法人輝かすみが丘、NPO法人ニューいぶき、NPO法人
ほっとネット、家庭養護促進協会、株式会社イディー、きょうさ
れん兵庫支部、近畿労働金庫兵庫地区統括本部、神戸医療生
活協同組合、神戸掖済会病院、神戸市更生福祉施設連盟、神戸
市児童養護施設連盟、神戸市消費者協会、神戸市私立保育園
連盟、神戸市身体障害者施設連盟、神戸市知的障害者施設連
盟、神戸市母子生活支援施設協議会、神戸市老人福祉施設連
盟、神戸市乳児院連盟、神戸新聞会館、神戸新聞厚生事業団、
神戸新聞事業社、神戸ヤクルト販売株式会社、神戸YMCA、神
戸YWCA、こころ豊かな人づくり500人委員会 淡路連絡会、
こころ豊かな人づくり500人委員会 北播磨OB会、こころ豊か
な人づくり500人委員会 神戸OB会、こころ豊かな人づくり
500人委員会 但馬OB会、こころ豊かな人づくり500人委員
会 丹波OB会、こころ豊かな人づくり500人委員会 中播磨OB
会、こころ豊かな人づくり500人委員会 西播磨OB会、こころ
豊かな人づくり500人委員会 阪神北OB会、佐川急便株式会
社伊丹店、児童ホーム東光園、児童養護施設アメニティホーム
光都学園、児童養護施設いながわ子供の家、児童養護施設子
供の家、社会福祉法人愛児会、社会福祉法人あいむ、社会福祉
法人一羊会、社会福祉法人上野丘さつき会、社会福祉法人か
がやき神戸、社会福祉法人樫の木会、社会福祉法人くすのき
会、社会福祉法人恵泉寮清心ホーム、社会福祉法人神戸婦人
同情会、社会福祉法人三田谷治療教育院、社会福祉法人椎の
木会、社会福祉法人ジェイエイ兵庫六甲福祉会、社会福祉法
人慈仁会、社会福祉法人祉友会、社会福祉法人信和学園、社会
福祉法人泉心学園、社会福祉法人善照学園、社会福祉法人大
慈厚生事業会、社会福祉法人同朋福祉会、社会福祉法人南但
愛育会、社会福祉法人姫路乳児院ピューパホール、社会福祉
法人みかり会、社会福祉法人みつみ福祉会、社会福祉法人や
まさき福祉会、社会福祉法人立正学園、社会福祉法人夢工房、
社会福祉法人緑水会、生活協同組合連合会大学生協阪神事業
連合、生命保険協会兵庫県協会、全国共済農業協同組合連合
会兵庫県本部、全労済兵庫県本部、宝塚医療生活協同組合、滝
川中学校・高等学校インターアクトクラブ、特定非営利活動法
人ケアット、特定非営利活動法人福祉ネット星が丘、特定非営
利活動法人マブイ六甲、特別養護老人ホームヘルシービラ加
美、中山視覚障害者福祉財団、日本公衆電話会兵庫支部、日本
青年会議所近畿地区兵庫ブロック協議会、日本赤十字社兵庫
県支部、日本ボーイスカウト兵庫連盟、日本郵政グループ労働
組合北神戸支部、日本郵政グループ労働組合はりま東支部、

推進団体

推進団体248団体（平成27年8月25日現在）＜内訳＞幹事団体 18団体、参画同意 230団体

訂
さ
れ
た
兵
庫
県
の「
21
世
紀
兵
庫
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
―
2
0
4
0
年
へ
の
協
働
戦

略
」で
も
、「
人
と
人
の
つ
な
が
り
で
自
立

と
安
心
を
育
む
」が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
8
月
に
発
表
さ
れ
た「
兵
庫
県
地

域
創
生
戦
略（
案
）」で
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な

〝
縁
〞に
よ
る
つ
な
が
り
の
広
が
り
」の
項

目
が
盛
り
込
ま
れ
た
。ま
た
、地
域
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
構
築
も
、県
内

の
各
市
町
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
無
縁
社
会
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」と
問

い
か
け
る
啓
発
活
動
と
し
て
展
開
し
て

き
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
が
、無
縁
社
会
の

問
題
は
決
し
て
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、無
縁
社
会
に

対
す
る
意
見
も
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
無
縁
社
会
」の
解
消
を

目
指
し
、新
た
な
支
え
合
い
社
会
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
が
地
域
に
お
い
て

定
着
す
る
よ
う
、み
ん
な
で
考
え
、知
恵

と
力
を
出
し
合
え
る
場
づ
く
り
を
、推
進

団
体
と
共
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

■図表1 平成27年度に開催が予定される地域フォーラム（平成27年6月30日現在）
フォーラム名社協名

宍粟市
神河町
多可町
川西市
南あわじ市
加東市
丹波市

佐用町

養父市
相生市
宝塚市
小野市
西脇市
高砂市
加古川市
赤穂市

たつの市

尼崎市
三田市
伊丹市
芦屋市
西宮市

こどもホームステイ事業60周年記念フォーラム
10周年記念「感謝の集い」
第10回社協まつり
権利擁護フォーラム2015「市民が市民を支えるしくみ～市民後見人の意義と役割」
ふれあい交流のつどい
第8回かとう福祉まつり
丹波市社協合併10周年記念事業「たんば福祉フェスタ」
佐用町社協合併10周年記念行事
「あなたに感謝デー～つなげよう　かがやく未来に　笑顔の和～」
しあわせフェスタ2015地域で支えあうためのフォーラム
地域福祉リーダー研修・介護者のつどい「あ・うんの会」講演会
地域のつながり・ささえあいを考えるフォーラム「子どもの貧困と地域のかかわり」
地域でつながりづくりフォーラム
いきいきふれ愛フォーラム～つながれ・ひろがれ・みんなのわ～
第25回みんなの社協フェア（共に生きる地域づくりをめざして）
地域ぐるみで見守りフォーラム
障がい者週間ともに考える市民のつどい
設立10周年たつの市社協福祉のつどい
「ささえあい、たすけあいの地域（まち）づくりの推進を目指して」
尼崎市市制100周年（プレ記念）社協フェア（仮称）
三田市社会福祉大会
地域見守りフォーラム（（仮）孤立を防ぐ見守り合いの地域づくりをすすめるために）
地域での見守りとつながりづくり
ノーマライゼーションフォーラム

開催時期
6月14日
6月28日
7月26日
9月7日
10月24日
10月24日
10月24日

10月31日
11月3日
11月6日
11月15日
11月21日
11月22日
12月4日
12月5日

12月19日
1月24日
2月6日
3月4日
2月～3月頃

12月10日

10月25日

※各フォーラムの詳細は、実施する市町社協・団体までおたずねください。
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兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
政

策
委
員
会（
以
下
、「
政
策
委
」）は
、こ
の
た

び
、『
平
成
28
年
度
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政

策
へ
の
提
言
』（
以
下
、「
提
言
書
」）を
取
り

ま
と
め
た
。提
言
書
は
、県
内
の
市
町
社
協
、

施
設
種
別
協
議
会
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
、当
事
者
団
体
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

か
ら
の
幅
広
い
声
を
基
に
ま
と
め
、全

1
3
2
項
目
に
も
お
よ
ぶ
幅
広
い
分
野
を

網
羅
す
る
も
の
と
な
っ
た
。政
策
委
で
は
、こ

の
提
言
書
を
基
に
、以
下
の
と
お
り
提
言
活

動
を
展
開
し
た
。

　
8
月
7
日
、政
策
委
は
県
庁
を
訪
問
し
、

県
知
事
と
会
談
し
た
。会
談
で
は
、政
策
委

正
副
委
員
長
よ
り
提
言
を
行
い
、福
祉
人
材

の
確
保
、定
着
に
向
け
た
施
策
や
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
施
策
の
推
進
、障
害
者
差
別
解

消
法
施
行
を
控
え
て
の
合
理
的
配
慮
へ
の

対
応
、社
会
福
祉
法
改
正
を
に
ら
ん
だ
社
会

福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

り
組
み
な
ど
、現
在
の
国
の
動
き
を
捉
え
つ

つ
、県
重
点
施
策
で
あ
る
地
域
創
生
の
取
り

組
み
な
ど
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
幅
広
い
分

野
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、10
日
に
は
県
当
局
に
対
す
る
説
明

会
を
、県
健
康
福
祉
部
長
を
は
じ
め
と
す
る

県
関
連
部
局
幹
部
が
一
堂
に
会
す
る
中
で

開
催
し
た
。各
政
策
委
員
か
ら
提
言
項
目
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、今
後
予
定
さ
れ
て

い
る
次
年
度
県
施
策
の
検
討
に
際
し
て
、提

言
書
で
提
起
し
た
内
容
の
積
極
的
な
活
用

を
要
望
し
た
。

　
政
策
委
は
、8
月
10
日
、県
議
会
を
訪
問

し
、県
議
会
議
長
、同
副
議
長
と
会
談
し
た
。

今
後
、各
会
派
の
議
員
団
を
訪
問
し
、代
表

者
に
対
し
て
提
言
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

全
県
議
会
議
員
に
対
し
、提
言
書
を
配
布

す
る
。

　
さ
ら
に
、市
町
へ
の
政
策
提
言
活
動
も
併

せ
て
実
施
す
る
。県
市
長
会
、県
町
村
会
、県

市
議
会
議
長
会
、県
町
議
会
議
長
会
を
訪
問

し
て
提
言
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、県
内
各

市
長
、町
長
、市
議
会
議
長
、町
議
会
議
長
へ

提
言
書
を
配
布
す
る
予
定
だ
。

　
今
後
、提
言
の
具
体
化
と
そ
の
実
現
に
向

け
、調
査
研
究
事
業
や
各
種
要
望
事
業
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

※
提
言
書
の
項
目
は
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.hyogo-w

el.or.jp/

）に

て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
に

対
し
て
提
言
活
動
を
開
始
！

特
集

井戸敏三県知事へ提出

石川憲幸県議会議長、上田良介同副議長へ提出

兵
庫
県
へ
の
政
策
提
言

兵
庫
県
議
会・市
町
へ
の
提
言

3 若年性認知症支援施策の充実（新規）
4 障害者差別解消の推進に向けた取り組み強化
5 障害基礎年金制度の適正な運用と障害認定の地域格差
　の是正について（新規）

重点提言5　福祉人材の確保と育成・定着および資質向上
～福祉への理解促進・イメージアップと福祉人材の確保・
育成・定着に向けて～
1 県民各層に対する「福祉」についての理解促進に向けた
　取り組みの強化
2 福祉人材の確保の重点的な推進について
　（1）マスコミ等を活用した福祉の仕事のイメージアップ
　　  のためのキャンペーン推進
　（2）福祉職場のイメージアップを総合的に推進するため
　　  の検討の場の拡充
　（3）福祉人材の確保の課題や要因に応じた県施策の実施
　　 （新規）
　（4）介護福祉士の確保・研修体制の抜本的な整備・強化
　　 （新規）
　（5）既存の大学や養成校の機材・施設を活かした福祉人
　　  材養成の拠点の整備（新規）
3 福祉人材の資質向上に対する支援の充実
　（1）新研修体系に基づく指定管理研修の充実・強化
　（2）職場研修支援事業への継続的支援
　（3）介護・障害・児童分野等を横断する基礎的研修や市
　　  町内連携による研修の支援強化（新規）

重点提言6　社会福祉法人の「地域における公益的な取
組」の全県的推進（新規）
～地域を元気にする、みんなでつくる福祉の拠点づくり
に向けて～
1 社会福祉法人による「地域における公益的な取組」の促
　進に向けた基盤整備（新規）
2 社会福祉法人の先駆性・民間性を活かした協働の取り
　組みの全県的普及と促進支援（新規）
　（1）「社会福祉法人現況報告」を活かした全県的な取組
　　  推進（新規）
　（2）定款記載・職員配置基準のあり方について（新規）
　（3）総合的・横断的な地域福祉を展開するための財源の
　　  確保・税制の維持（新規）

重点提言項目合計39項目（新規15項目）

社会福祉協議会からの提言　20項目
　　　　　　　　　　 （新規  2項目）　　
施設種別協議会からの提言　39項目
　　　　　　　　　　 （新規18項目）　　
社会福祉団体等からの提言　34項目
　　　　　　　　　　 （新規16項目）　　

平成28年度兵庫県の社会福祉政策への提言

重点提言1　地域包括ケアシステムづくり
～みんなでつくる、地域支え合い体制づくりに向けて～
1 介護保険制度改正に伴う地域支援事業の展開支援
2 地域福祉のコーディネート役（コミュニティソーシャルワ
　ーカー）配置
3 市町地域福祉計画の策定の推進（新規）
4 「兵庫県地域見守りネットワーク応援協定」の拡大・推進
5 「地域サポート事業（安心地区）」や「地域サポート型特養」
　「兵庫式24時間LSA地域見守り事業」による成果の全県
　的な普及・推進

重点提言2　生活困窮者支援
～公民協働の新たなセーフティネットづくりに向けて～
1 「生活困窮者自立支援事業」の円滑な推進
　（1）生活困窮者自立支援事業の周知について（新規）
　（2）相談従事者の養成の拡充について（新規）
　（3）家計相談支援事業等の促進について（新規）
2 既存の生活困窮者支援策の強化
　～生活福祉資金貸付事業の制度改善～
　（1）各市町の総合的な相談・支援体制の強化
　（2）生活保護や生活困窮者自立支援法との関係整理　
　　 （新規）
　（3）母子福祉資金事業の活用
3 要援護世帯に配慮した多様な支援策の検討

重点提言３　災害時の支援体制の強化
～広域的な支援ネットワークの構築に向けて～
1 「災害ボランティア割引制度」（交通費・宿泊費の本人負
　担軽減）の創設について
2 兵庫県における「災害時の福祉支援体制」の構築
3 災害ボランティアセンターの位置づけの明確化と財源
　措置
　（1）災害ボランティアセンターとしての平時からの機能
　　  強化
　（2）降雪市町での除雪困難世帯への支援体制づくり
4 災害時の各市町域での地域安心拠点の確保・充実
　（1）災害時要援護者の情報共有の推進強化とすべての
　　 市町での福祉避難所の設置促進
　（2）社会福祉施設等における災害時の事業継続計画　
　　 （BCP）ならびに地域継続計画（DCP）策定の推進
5 東日本大震災で県内に避難された世帯への支援継続

重点提言4　権利擁護の推進
～誰もが尊厳を守られる地域社会づくりに向けて～
1 総合的な権利擁護体制の構築
2 福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）の
　体制整備の強化
　（1）事業実態を十分に勘案した補助基準の設定
　（2）専門員の適正配置
　（3）市町社会福祉協議会での実施体制の充実と市町が
　　  関与する仕組みづくり

1 重点提言

2 社会福祉政策への提言

今年度合計132項目（新規 51項目）
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　撫子の部屋ができて約3年。吉田さんは長く続け
る秘訣を「あえて、当番や役割を決めず、いつ来ても
帰っても良いところ」と語る。これまで地域福祉活動
で関わってきた人に声を掛け、吉田さんの思いに共
感した人たちにボランティアとして手伝いに来ても
らっている。ボランティアスタッフは、食事の準備や
庭の手入れ、お菓子作りや参加者との話し相手な
ど、自分の得意なことを生かしつつ、手伝える範囲で
楽しみながら関わってもらうことで負担感なく続け
られるのだと言う。
　西宮市内では現在、このような自宅開放型や地域の
空き家を活用した拠点である「つどい場」が10カ所以上
開設されており、近隣住民がより身近に、気軽に集まれ
る地域の居場所となっている。市社協では、新しくつど
い場を始めたい住民に向け、情報提供や新規開設のた
めの助成金の支援を行うとともに、活動者同士の交流
やつどい場の普及を目指して「つどい場ネットワーク」や
研究会を立ち上げている。今後、つどい場がさらに増え
ることで、地域での
多様なつながりが生
まれ、誰もが安心し
て暮らすことのでき
る元気な地域づくり
が推進されることを
期待したい。

　毎月2回、吉田照美さんの自宅を開放して行われ
る「撫子の部屋」にはご近所の人が多く集まる。参加
者はシニア世代が中心で、最高齢は90歳。集まった
人たちは、地域のボランティアが講師となって行う健
康体操や詩の朗読会、音楽の演奏会などを楽しむ。
お昼になると、近所から寄せられた野菜などを使っ
た食事をいただく。参加者は民家の和やかな空間の
中で、思い思いにおしゃべりをして過ごし、「ここに来
ると元気になれる」と満足して帰っていく。
　吉田さん
は長年、地
元で民生委
員としての
活動や社協
の昼食会等
の地域福祉
活動に関わ
る中で、独居高齢者など活動に参加しにくい人のた
めの居場所をつくりたいと感じていた。実際、撫子の
部屋ができたことで、同じマンションに住む人たち同
士が出会い、顔見知りになるなど、つながりづくりの
場になっている。また、曜日を固定して定例的に行わ
れているため、しばらく来ていない人を訪問し合う関
係が生まれるなど、撫子の部屋ができたことが地域
住民同士の見守りの場にもなっている。

地域の人たちが食べて、
しゃべって、元気になる“つどい場”

　吉田さんの温かい人柄が周りの方々を惹き付けてい
ると感じました。活動者の思いを形にした“つどい場”は、
住民の生活と一体となって、地域の中での交流の場や新
たなつながりを生んでいます。

アクティブライフい いき き
シ ニ ア 世 代 の

地域の中の身近な居場所 つながる・広がる“つどい場”の輪

一緒に食事をすることで会話も弾む

「撫子の部屋」
西宮市甲子園口北町8-5　TEL 0798-67-1839
「西宮市社会福祉協議会
共生のまちづくり課（つどい場担当）」
西宮市津門川町2-28　TEL 0798-23-1030

シニア世代が地域住民の一員としてアクティブに活動しているグループなどの
事例を紹介します。

取材を終えて 団体の概要

ひけつ

健康体操でいつまでも元気良く！

なでしこ

Personal History

26歳

30歳

28歳

神戸市西区社会福祉協議会
地域福祉ネットワーカー  

藤田 裕さん

神戸市社協ボランティア
情報センターに入局

市社協で施設担当

34歳 市社協で総務課へ配属

39歳 西区社協で地域福祉
ネットワーカーとなる

北区社協で地域福祉活動
コーディネーターとなる

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
苦
情
」と
し
て
表
れ
て
い
た
住
民
の
声
は
、

「
心
配
で
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
」と
い
う

切
実
な
想
い
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、人

と
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
支
え
合
い
が
生

ま
れ
る
と
い
う
こ
と
、そ
し
て
、一
つ
一
つ

の
課
題
を
住
民
の
方
々
と
共
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
住
民
が
身
近
な
地
域
の
福
祉
課
題
に

気
付
き
、自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
ら
れ
る
小
学
校
区
単
位
で
の
福
祉

講
座
の
開
催
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。人
口
25
万
人
の
西
区

に
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
※
は一人

し
か
い
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、住
民
同

士
で
支
え
合
い
、住
民
自
身
の
力
で
課

題
解
決
を
行
え
る
よ
う
な〝
地
域
づ
く

り
〞は
大
変
重
要
で
す
。講
座
で
は
住
民

自
身
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
出
し
合
い
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
話
し
合
い

ま
す
。今
後
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
み
、受

講
者
が
地
域
で
支
え
合

い
活
動
を
実
践
で
き
る
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
前
に
、一
人
の
住
民

と
し
て
の
感
覚
を
持
つ
こ
と
で
す
。住
民

の
目
線
で
考
え
て
行
動
で
き
れ
ば
、よ
り

理
解
し
合
え
る
関
係
を
地
域
の
方
々
と

築
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
、地
域
の
中
で
は
社
協
が
表
に
出
る

よ
り
も
、で
き
る
だ
け
縁
の
下
で
支
え
、

関
係
者
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、住
民
自
身
の

力
で
課
題
を
解
決
す
る〝
地
域
づ
く
り
〞

を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
視
点
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、個
人
の
支
援
や

関
係
者
の
つ
な
が
り
づ
く
り
は
地
域
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
だ
け
で
行
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。個
人
と
地
域
全
体
へ
の

支
援
を
社
協
の
全
職
員
の
総
合
力
で
行

わ
な
け
れ
ば〝
地
域
づ
く
り
〞は
実
現
し

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　
冒
頭
の
父
子
宅
を
訪
れ
る
際
は
、近
隣

住
民
宅
へ
の
あ
い
さ
つ
を
欠
か
さ
な
か
っ

た
と
語
る
藤
田
さ
ん
。困
り
事
を
抱
え
る

住
民
だ
け
で
な
く
、周
囲
で
力
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
々
に
も
ア
ン
テ
ナ
を

張
る
こ
と
が
、お
互
い
を
気
に
掛
け
合
い

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
あ
る
高
齢
の
父
親
と
引
き
こ
も
り
の

息
子
の
世
帯
へ
の
関
わ
り
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。周
囲
の
関
わ
り
を
望
ま
な
い

父
子
で
、家
の
中
は
ご
み
が
散
乱
し
、悪

臭
や
害
虫
で
近
隣
か
ら
の
苦
情
も
あ
り

ま
し
た
。家
族
も
疎
遠
で
し
た
が
、な
ん

と
か
娘
に
連
絡
が
と
れ
、住
民
の
方
や
関

係
者
と
共
に
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
話
し

合
う
場
を
設
け
ま
し
た
。責
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
不
安
だ
っ
た
娘
を
住
民
は

温
か
く
迎
え
入
れ
、一
緒
に
父
子
を
支
え

心
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

力
を
入
れ
た
い
活
動
は
？

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

地域を駆
ける！

ワーカー物語

「〝
つ
な
が
り
づ
く
り
〞か
ら
始
ま
る

 
〝
地
域
づ
く
り
〞を
！
」

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

自分たちにできることを
考える福祉講座を開催

※
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー：神
戸
市
で
、既
存

の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
で
き
な
い
困
り
事
を
、

地
域
の
住
民
や
専
門
職
と一緒
に
解
決
す
る
た
め
の

つ
な
が
り
づ
く
り
を
行
う
専
門
職
。
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　全国社会福祉協議会が実施する「福祉施設長専門講座」の修了者に対して全
国社会福祉協議会会長が付与する「福祉施設士」（昭和51年創設）を会員とする
組織で、昭和54年に発足しました。
　児童、介護、保育、障害などの施設種別にとらわれず、福祉施設を運営・管理す
る責任者である施設長の専門性・資質の維持、向上のための生涯研修ならびに
福祉施設職員等の養成研修などを行っています。
　全国組織の日本福祉施設士会の会員数は約1,250人で、兵庫県福祉施設士会
（会長：あさひ保育園・舟橋 博氏、会員45人）では、社会福祉の専門家として福祉施設運営の質的向上に向けて研さんしています。
　日本福祉施設士会が定める倫理綱領では、「利用者の基本的人権を尊重し国民福祉の向上に努める」「福祉施設運営の質的向
上に努め、利用者中心の福祉サービス充実を図る」「地域福祉向上のため積極的にその役割を果たす」などが掲げられ、都道府県
やブロック単位で研修会などを開催しています。
　今年度は、兵庫県が担当県として右記の近畿ブロックセミナーを開催します。
これからもご支援をお願いします。

問い合わせ
兵庫県社協 総務企画部　TEL 078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

みんなの広場 兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

兵庫県福祉施設士会

施設運営の質の向上を目指して

平成27年度日本福祉施設士会
第26回近畿ブロックセミナー 兵庫大会
期日　平成27年10月23日（金）～24日（土）
場所　ANAクラウンプラザホテル神戸
会費　18,000円
内容　講演Ⅰ「あきらめない心」野村真波氏

（パラリンピック水泳選手）
講演Ⅱ「認知症予防と家族への支援」伊藤米美氏
（NPO法人認知症予防ネット神戸理事長）

※詳しくは下記事務局までお問い合わせください。

こんな取り組みをしています！

兵庫県福祉施設士会
〒659-0015 芦屋市楠町16-5 三田谷治療教育院内
TEL 0797-22-5025

連絡先

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
4
月

よ
り
施
行
さ
れ
、市
町
で
は
総
合
相
談・

生
活
支
援
の
基
盤
づ
く
り
や
社
会
的
孤

立
の
解
消
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

県
社
協
で
は
、家
計
改
善
の
視
点
か

ら
相
談
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、8
月
10
日
に
家
計
相
談
支

援
研
修
を
開
催
し
た
。当
日
は
、生
活
福

祉
資
金
貸
付
事
業
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
援
助
事
業
を
担
当
す
る
県
内
社
協
職

員
65
人
が
参
加
し
た
。

　
講
師
に
は
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ

ン
ナ
ー
の
中
村
典
子
氏（
株
式
会
社

レ
ー
ベ
ン
取
締
役
）を
招
き
、支
出
の
正

確
な
把
握
や
将
来
の
生
活
設
計
、そ
の

た
め
の
家
族
間
の
合
意
形
成
な
ど
、望

む
暮
ら
し
の
実
現
を
支
え
る
ポ
イ
ン
ト

を
学
ん
だ
。

　
参
加
者
か
ら
は「
日
常
的
に
家
計
相
談

が
求
め
ら
れ
、助
言
の
幅
を
広
げ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
」と
の
声
も
あ
り
、相
談
支
援

の
充
実
に
向
け
た
視
点
を
共
有
で
き
た
。

　
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
知
的
障
害
者

施
設
協
会
で
は
、こ
の
た
び「
知
的
障
害

者
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
虐
待

防
止
の
現
状
把
握
の
た
め
の
調
査
研

究
」の
結
果
を
事
業
報
告
書
と
し
て
と

り
ま
と
め
た
。こ
の
調
査
研
究
は
、協
会

が
社
会
福
祉
政
策
委
員
会（
P
6
参
照
）

の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
、平
成
26
年

9
月
か
ら
お
よ
そ
半
年
を
か
け
て
行
っ

た
も
の
。協
会
会
員
施
設
が
取
り
組
む

虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み
の
現
状
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、各
施
設・事
業
所
で

職
員
向
け
の
研
修
実
施
が
出
来
る
よ

う
、研
修
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。

　

調
査
研
究
の
成
果
は
、施
策
の
方
向

性
や
具
体
的
な
取
り
組
み
方
策
と
し
て

県
行
政
に
も
伝
え
ら
れ
、現
場
の
実
際

を
踏
ま
え
た
政
策
提
言
と
し
て
結
実
し

て
い
る
。

第
1
回
福
祉
の
就
職

総
合
フ
ェ
ア
を
開
催

家
計
相
談
支
援
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

障
害
者
虐
待
防
止
に

向
け
た
調
査
研
究
の

成
果
ま
と
ま
る
！

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
割
引

制
度
の
実
現
に
向
け
た

要
望
活
動

寄
付・寄
贈
の
お
礼

　

7
月
25
日
、神
戸
国
際
展
示
場
3
号

館
に
て「
第
1
回
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ

ア 

i
n 
H
Y
O
G
O
」を
開
催
し
た
。

昨
今
の
福
祉
人
材
不
足
の
影
響
を
受

け
、多
く
の
県
内
事
業
所
等
よ
り
出
展

希
望
が
あ
り
、当
日
は
1
7
1
の
出
展

ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
。ま
た
、5
0
0
人

を
超
え
る
学
生
・一
般
求
職
者
が
来
場

し
、当
日
の
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
各
ブ
ー
ス
で
は
採
用
担
当
者
ら
が
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
PR
す

る
の
に
対
し
、求
職
者
は
配
布
さ
れ
た

就
職
情
報
誌
に
熱
心
に
目
を
通
し
て
、

処
遇
面
や
事
業
所
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

確
認
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　
ま
た
、当
日
は「
福
祉
の
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
」を
併
催
し
、講
師
の
安
達
眞

理
子
氏（
兵
庫
県
介
護
福
祉
士
会
会

長
）よ
り
、福
祉
現
場
の
実
態
を
踏
ま

え
な
が
ら「
福
祉
の
仕
事
の
醍
醐
味
」

「
就
職
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
」な
ど
の

話
が
な
さ
れ
、参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
割
引
制
度
」を
実

現
す
る
会（
事
務
局
：
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
）で
は
、平
成
26
年
1
月

か
ら
、制
度
実
現
を
求
め
る
署
名
活
動
を

続
け
て
き
た
。そ
の
結
果
、県
内
や
全
国

各
地
の
社
協
よ
り
協
力
を
い
た
だ
き
、署

名
賛
同
者
数
は
、34
万
9
2
5
1
人（
平

成
27
年
8
月
7
日
現
在
）に
達
し
た
。

　

7
月
27
日
に
は
、東
京
都
内
で
開
催

さ
れ
た「
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
議
員

連
盟
」（
会
長
：
長
島
忠
美
復
興
副
大

臣
）の
総
会
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
い
た

だ
い
た
署
名
と
要
望
書
を
提
出
し
、制

度
実
現
へ
の
支
援
を
要
望
。同
議
連
で

は
、要
望
を
受
け
て
自
ら
も
同
制
度
の

実
現
に
向
け
た
署
名
活
動
を
行
い
、「
実

現
す
る
会
」の
署
名
と
併
せ
て
国
へ
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
7
月
23
日
、（株）
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス

兵
庫
に
よ
る
車
椅
子
5
台
お
よ
び
軽
自

動
車
2
台
の
寄
贈
式
が
県
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
。平
成
19
年
度
か
ら

9
回
目
。当
日
は
軽
自
動
車
の
寄
贈
を

受
け
た
ひ
め
じ
福
寿
会
と
県
社
協
の
ほ

か
、県
身
体
障
害
者
支
援
施
設
協
議
会
、

県
重
症
心
身
障
害
児（
者
）を
守
る
会
に

目
録
が
贈
呈
さ
れ
、寄
贈
者
に
は
本
会

会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　
ま
た
同
日
、兵
庫
日
産
自
動
車
（株）・日

産
但
馬
販
売
（株）
に
よ
る
車
椅
子
寄
贈
式

が
同
会
場
で
行
わ
れ
た
。自
動
車
購
入
代

金
支
払
い
の
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
社

会
貢
献
活
動「
愛
の
車
い
す
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」に
よ
る
寄
贈
は
今
年
度
で
5
回
目
。20

台
が
県
内
の
福
祉
施
設
等
へ
贈
ら
れ
た
。

寄
贈
式
で
は
、寄
贈
先
の
県
身
体
障
害
者

支
援
施
設
協
議
会
、県
知
的
障
害
者
施
設

協
会
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
、寄
贈
者
に
は

本
会
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

ご参加いただいた事業所の皆さまへ
　フェアで面談された方の採否結果を「面談相談
カード」に記入の上、9月30日までに福祉人材セン
ターへ送付願います。

家計相談への関心はますます高まりを見せる

（株）トヨタレンタリース兵庫

兵庫日産自動車（株）・日産但馬販売（株）

ひょうごの福祉
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N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW



2日
2日～

行事予定

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

HEALTH&QUALITY LIFE

明るく健康な未来に向けて
すべては「健康」のために…
私たちは誠意と熱意で応えます。

事業内容 医薬品、防疫薬品、医薬部外品、化粧品、
健康食品、健康関連用品の取り扱い。

家庭常備薬の斡旋をご利用ください。
お客さまのニーズにあった商品を豊富に取り揃えております。

大日商事株式会社
TEL（06）6952-7015

東京営業所
東京都大田区西蒲田7-4-3-406
TEL（03）5713-0381FAX（06）6952-7137　大阪市旭区大宮4丁目18番18号

国勢調査2015

平成27年国勢調査が変わります！

くわしくは

インターネットでも紙の
調査票でも回答可能！
日本に住んでいる
すべての人と

 世帯が対象です。

助成金情報
第13回読売福祉文化賞
21世紀にふさわしい福祉活動に取り組んでい
る団体などを表彰します。
賞　一般部門3件、高齢者福祉部門3件
※トロフィーと活動支援金各100万円
締切り　平成27年9月30日（水）消印有効
●問●申社会福祉法人読売光と愛の事業団
　TEL 03-3217-3473
URL　http://www.yomiuri-hikari.or.jp/

平成27年度神戸こどもの発達相談会
対象　言葉の遅れや発達に障害のある満3歳
～18歳までの子どもとその保護者※子ども
同伴必須。要事前申し込み

日時　平成27年9月13日（日）10:00～15:00の
間の約1時間

会場　NHK神戸放送局（神戸市中央区）
参加費　無料（要事前申し込み）
講師　大学教授、医師、特別支援学校教師など
各分野の専門家
●問●申NHK厚生文化事業団近畿支局
　TEL 06-6232-8401

第42回国際福祉機器展 H.C.R.2015
ハンドメイドの自助具から最先端技術を活用
した福祉車両まで世界の福祉機器を一堂に
集めた国際展示会。※入場は要事前登録
日時　平成27年10月7日（水）～10月9日（金）
10:00～17:00

会場　東京ビッグサイト東展示ホール（東京都江東区）
入場料　無料（一部プログラムは有料）
●問●申一般財団法人保健福祉広報協会
　TEL 03-3580-3052
URL　http://www.hcr.or.jp/

「暮らしとこころの相談会」ホットライン
（日本弁護士連合会・兵庫県弁護士会）
解雇や賃金未払いなどの労働問題、生活保
護・多重債務などの生活問題に弁護士が無
料で相談に応じます。
日時　平成27年9月13日（日）13:00～21:00
　TEL 078-341-9600　
相談料　無料（予約不要）

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

社会福祉法人読売光と愛の事業団
福祉作業所「アートの力」助成事業
対象　絵画、書などの創作活動や、オリジナル
デザインを生かし工芸品や衣料品などの開
発・制作に取り組んでいる作業所

助成額　1件上限100万円（総額1,000万円を予定）
締切り　平成27年9月25日（金）消印有効
●問●申社会福祉法人読売光と愛の事業団
　TEL 03-3217-3473
URL　http://www.yomiuri-hikari.or.jp/

公益財団法人JKA
RING！RING！プロジェクト
平成28年度公益事業振興補助事業
対象　①公益の増進、社会福祉の増進、東日
本大震災復興支援事業、緊急的な対応を必
要とする事業への支援（NPO法人、財団法
人・社団法人、社会福祉法人等）②新世紀
未来創造プロジェクト（国公立・私立の小学
校・中学校・高等学校、NPO法人)③研究補
助（大学等研究機関に所属し、当該組織の
研究活動に実際に従事している者）④非常
災害の援護（上記①の法人であり、災害救
助のために救援物資の購入、管理、輸送、供
与または貸与を行う者。また、災害救助、救
援および復旧、復興活動を行う者）

助成額　各事業により異なる
要望受付期間　平成27年8月3日(月)～9月
30日(水)13時
※9月29日(火)15時までに、会員登録サイト
での会員登録が必要
※③④は受付期間が異なります
●問●申公益財団法人JKA
　※問い合わせはホームページの専用フォームより
URL   http://ringring-keirin.jp/

公益財団法人コープともしび
ボランティア振興財団
2016年度ボランティア活動助成
対象　兵庫県内で継続的に活動（2015年度
内に10回以上）する福祉・環境分野などのボ
ランティアグループまたは個人※法人格を持
つ団体は対象外。助成金説明会参加必須
助成額　1件あたり上限個人3万円、グループ30万円
締切り　説明会参加申し込み平成27年10月
30日（金）
●問●申公益財団法人コープともしびボランティア
　振興財団　TEL078-412-3930
URL　http://www.tomoshibi-found.or.jp/

5日

11日

13日

14日

18日・11月20日

25日

25日～

29日

30日

6日

7日
9・10日

11日

16日

19日

21日

22日
23日

23・24日

27日～

28日

30日

避難サポートひょうご大交流会
◆木口記念会館
市民後見推進研修◆神戸市勤労会館
職場研修プレセミナー（阪神北会
場）◆三田市商工会
「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャ
ンペーン総会・講演会　　　　　
◆新神戸オリエンタル劇場
生活保護中堅ケースワーカー研修
◆県社会福祉研修所
新任職員ＯＪＴ担当者研修（実践編）
◆県社会福祉研修所
人事・労務管理研修（労務編）
◆県立のじぎく会館
障害福祉施設リーダーゼミナー
ル（全４回）◆県社会福祉研修所
チームアプローチ実践研修　　
◆県社会福祉研修所
前頭側頭型認知症の家族交流会
◆県福祉センター
ＮＰＯと行政の協働会議（東播磨）　
◆東播磨生活創造センター「かこむ」
看護職員研修◆県社会福祉研修所
きょうされん第３８回全国大会
ｉｎひょうご◆神戸国際展示場
第１８回介護支援専門員実務研
修受講試験◆神戸学院大学ほか
但馬・丹波・淡路地域対象福祉の
就職説明会◆神戸サンボーホール
ストレスマネジメント研修　　　
◆県社会福祉研修所
県社協第２３９回理事会・第１８５
回評議員会◆県福祉センター
新任生活支援員研修◆県福祉センター
会計実務担当者研修 実践編（税
務コース）◆県社会福祉研修所
経営協第２３５回理事会・例会　
◆県福祉センター
日本福祉施設士会近畿ブロックセミ
ナー◆ＡＮＡクラウンプラザホテル
介護支援専門員専門研修課程Ⅱ・
更新研修Ａ（後期）　　　　　　
◆県社会福祉研修所ほか
福祉の就職説明会ＡＵＴＵＭＩＮｉｎ
ＨＹＯＧＯ◆尼崎中小企業センター
第６４回兵庫県社会福祉大会　
◆三木市文化会館

募　集募　集

9月

10月

研修・イベント

家族介護者連絡会◆神戸市勤労会館
チーム・マネジメントリーダー研修Ａ
コース（全４回）◆県社会福祉研修所

くろうゼロ

P2

P5

P8

P9

P10

P11

P12

特集
「ストップ･ザ･無縁社会」絆つなげる明日へつながる㉘

みんなでつくるひょうごの福祉

地域を駆ける！ワーカー物語

「“つながりづくり”から始まる“地域づくり”を！」
神戸市西区社会福祉協議会 地域福祉ネットワーカー
藤田 裕さん
シニア世代のいきいきアクティブライフ

ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

地域の人たちが食べて、
しゃべって、元気になる“つどい場”

障害への理解を地域に広げよう！
～県内で始まった知的障害者擬似体験の取り組み～

地域を駆ける！ワーカー物語

「“つながりづくり”から始まる“地域づくり”を！」
神戸市西区社会福祉協議会 地域福祉ネットワーカー
藤田 裕さん
シニア世代のいきいきアクティブライフ

新温泉町
湯村温泉「荒湯」

ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

地域の人たちが食べて、
しゃべって、元気になる“つどい場”

全県キャンペーンのこれまでの取り組み

障害への理解を地域に広げよう！
～県内で始まった知的障害者擬似体験の取り組み～

P6 特集

兵庫県の社会福祉政策に対して提言活動を開始！

9月15～21日は
「老人週間」だよ！

9
No.775

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会
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